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スポーツは、健康づくりや体力向上など、県民のウェルビーイングや、明るく豊かで活力に
満ちた社会の形成に、大きく寄与しています。
富山県では、令和２年４月に策定した「第２期元気とやまスポーツプラン」に基づき、県民
がスポーツに親しみやすい環境づくりや子どもたちの体力向上、選手の育成・強化など、スポー
ツ振興施策を積極的に推進してきました。こうしたことから、富山県ゆかりの選手やチームが
数多く国内外で活躍しており、その姿は多くの県民に勇気と感動を与えるとともに、県民のス
ポーツへの関心を高めています。
一方、運動・スポーツの習慣が定着している県民の割合が国の平均を下回るなど、依然とし
て課題もあり、あらゆる世代のスポーツ機会の確保や、スポーツを活用した健康保持、地域活
性化等の取組みがますます重要になってきています。また、本プランを策定してから５年が経
過し、本県のスポーツを取り巻く環境が大きく変化しています。
こうした課題や変化等に的確に対応し、一層のスポーツ振興を図るため、県では、このたび、

「スポーツで輝く社会の実現」を目標とした「富山県スポーツ推進プラン」を改定しました。
このプランでは、「県民誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実」、「運動好きな子
どもの育成と地域と連携した学校体育・スポーツの充実」、「全国や世界の檜舞台で活躍できる
選手の育成」、「スポーツを支える人材の育成と活用」、「スポーツを通じた関係人口の創出と地
域の活性化」の５つを基本施策としています。
今後は、このプランに基づき、市町村をはじめ、スポーツ関係団体や学校、企業、地域の皆
様と連携し、県民一人ひとりのウェルビーイング向上のため、それぞれのライフステージや興
味・関心・適性等に応じて、生涯にわたってスポーツを楽しみ、健康で幸福に暮らせる社会の
実現に取り組んでまいります。県民の皆様の一層のご理解、ご協力を心からお願い申しあげま
す。
結びに、プランの改定にお力添えをいただきました富山県スポーツ推進審議会の委員の皆様
をはじめ、貴重なご意見をお寄せいただきました多くの県民の皆様に心から感謝申しあげます。

　　令和７年４月

	 富山県知事　　新　田　八　朗　

ごあいさつ

富山県スポーツ推進プランの
改定にあたって



第１章　　プランの概要

１．改定の趣旨　……………………………………………………………………………　１
２．プランの性格　…………………………………………………………………………　２
３．プランの期間　…………………………………………………………………………　２
４．プランの体系　…………………………………………………………………………　３

第２章　　基本構想

１．基本目標　……………………………………………………………………………… 　4
２．基本施策　……………………………………………………………………………… 　5

第３章　　スポーツ推進の具体的方策

基本施策１「県民誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実」… ……………　８
基本施策２「運動好きな子どもの育成と地域と連携した
　　　　　　学校体育・スポーツの充実」… …………………………………………… 14
基本施策３「全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成」 ………………………… 20
基本施策４「スポーツを支える人材の育成と活用」 …………………………………… 25
基本施策５「スポーツを通じた関係人口の創出と地域の活性化」… ………………… 30

第４章　　プランの実現に向けて

１．推進体制　……………………………………………………………………………… 35
２．プランの評価等　……………………………………………………………………… 35

資料編　………………………………………………………………………………………… 37

目　　次



1

第１章　プランの概要

１．改定の趣旨

スポーツは、心身の健全な発達、健康および体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、自律
心その他の精神の涵養等のために重要な役割を果たしています。また、全国や世界の檜舞台で
活躍する選手の姿は、人々に勇気と感動、子どもたちに夢と希望を与え、郷土愛を育む活力に
あふれた地域づくりに大きく貢献するとともに、人と人、地域と地域の交流を促進し、関係人
口の創出や地域の活性化に繋がるなど、様々な意義や価値を有し、人々が生涯にわたり心身と
もに健康で文化的な生活を営む上で不可欠なものとなっています。
本県では、令和２（2020）年４月に令和 11（2029）年度までを計画年度とした“スポー
ツで輝く社会の実現―スポーツを楽しみ、健康で活力ある社会の実現―”を目標とした「第２
期元気とやまスポーツプラン」を策定し、５つの基本施策を掲げ、積極的に施策を展開してき
ました。
この結果、東京 2020 オリンピック ･パラリンピック競技大会で５名のメダリストが誕生
するなど、国内外での富山県ゆかりの選手やチームの活躍は、県民のスポーツ活動への関心を
高めています。
一方で、子どもの体力低下傾向に概ね歯止めがかかっているものの、運動習慣の二極化の進
行や、運動・スポーツ習慣が定着している県民の割合が国の平均を下回るなど、計画に掲げる
目標に達していない施策もあり、課題が残されています。また、少子化の進行とともに、人口
減少傾向は加速しており、高齢化もさらに進むことが見込まれています。これらは、スポーツ
に参画する者やそれを支える担い手の不足、学校部活動や地域におけるスポーツ・運動環境の
維持の困難さにつながります。このため、あらゆる世代のスポーツ機会の確保が急務であり、
スポーツを活用した健康保持や地域活性化の取組みも重要です。
また、国においては、令和４年に「第３期スポーツ基本計画」を策定し、①社会の変化や状
況に応じて、既存の仕組みにとらわれずに柔軟に対応するスポーツを「つくる／はぐくむ」、
②様々な立場・背景・特性を有した人・組織が「あつまり」、「ともに」活動し、「つながり」
を感じながらスポーツに取り組める社会の実現を目指す、③性別、年齢、障害の有無、経済的
事情、地域事情等にかかわらず、スポーツに「誰もがアクセスできる」ような社会の実現・機
運の醸成を目指すという３つの視点を基に、各種施策を推進することとしています。
こうした国の動向も踏まえ、本県スポーツを取り巻く環境の変化や課題に対応し、一層のス
ポーツ振興を図り、県民一人ひとりのウェルビーイングを高めるため、計画を見直すこととし
ました。
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２．プランの性格

(1)　県民がそれぞれのライフステージや興味・関心・適性等に応じて、生涯にわたってス
ポーツに親しむとともに、スポーツを楽しみ、健康で幸福な社会を実現すること、スポー
ツを通じて地域の活性化を図ることによって、県民のウェルビーイングを高めるための
基本的な方向性を示すものです。

(2)　スポーツ基本法（平成 23（2011）年８月策定）に基づくとともに、国の第３期スポー
ツ基本計画を踏まえ、総合的な施策を推進するものです。

(3)　本県の総合計画（平成 30（2018）年３月策定）、成長戦略（令和４（2022）年２月策定）、
SDGs 未来都市計画（令和元（2019）年８月策定・第２期令和４（2022）年３月策定）
等と整合を図り、策定するものです。

(4)　今後５年先を見据えた本県スポーツの推進の方向性を示すものであり、施策の展開に
あたっては、市町村や関係機関、スポーツ関係団体などとの一体的な取組みを推進する
ものです。

(5)　平成 27（2015）年に国際連合で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」は、令
和 12（2030）年を目標年とし、「誰一人取り残さない」を理念とする世界共通の目標で
あり、本計画はこの理念を踏まえ取組みを推進するものです。

３．プランの期間

計画期間は、令和７（2025）年度から令和 11（2029）年度までの５年間とします。
施策の実施に際しては、適宜その進捗状況の把握に努めます。
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４．プランの体系

基本目標基本目標

基本施策基本施策 施策目標と具体的方策施策目標と具体的方策

スポーツで輝く社会の実現
－スポーツを楽しみ、健康で幸福な社会の実現－

【施策目標】
県民誰もがそれぞれの興味、関心、ライフステージに応じて、スポーツを「する・みる・ささ
える」活動に参画し、一生涯にわたって主体的にスポーツを楽しむことができる環境の充実

【具体的方策】
１　多様な主体におけるスポーツの機会創出と共生社会の実現
２　スポーツ施設の機能の充実と学校体育施設開放の促進
３　スポーツ活動を支える組織の充実

【参考とする指標】
●成人の週１回以上のスポーツ実施率	 70％	
●スポーツイベント (県スポーツフェスタ、ウォーキングチャレンジ）参加者数	 100,000 人

【施策目標】
トップアスリートの育成を目指した強化体制の構築による、全国や世界の檜舞台で活躍
できる選手の育成

【具体的方策】
１　トップアスリートの育成を目指した強化施策の推進
２　競技力の向上を目指した強化拠点の整備推進　
３　トップアスリートを応援する体制の整備

【参考とする指標】
●国スポ、全国高校総体、全中大会等における上位入賞数	 48 以上
●オリンピック競技大会（夏季・冬季）に出場する本県選手数	 10 人以上

【施策目標】
県民のスポーツ活動の充実に欠かせない質の高い指導者やボランティア等の育成と、そ
の人材の効果的な活用

【具体的方策】
１　スポーツに関わる多様な人材の育成と活用の推進
２　競技力の向上を担う指導者と、国レベルの強化拠点との連携強化
３　スポーツ活動に対する顕彰の充実

【参考とする指標】
●日本スポーツ協会に登録している公認スポーツ指導者数	 5,000 人
●日本パラスポーツ協会が定める「パラスポーツ指導員」
　資格の取得者数（累計）	 925 人

【施策目標】
本県の豊かな自然やスポーツ施設等を活用し、国内外からの関係人口の創出と活力に満
ちた地域づくり

【具体的方策】
１　地域を活性化させるスポーツの推進
２　スポーツと関わる機会づくりの推進
３　スポーツ情報等の発信

【参考とする指標】
●県内プロスポーツチーム（バスケットボール、サッカー、野球）
　のホームゲーム年間観客総数	 235,000 人
●富山マラソンにおける海外参加目標数の達成率	 100％

【施策目標】
生涯にわたりスポーツに親しむ契機となる学校体育・スポーツ活動の充実による、運動
やスポーツに積極的に取り組む運動好きな子どもの育成

【具体的方策】
１　運動好きな子どもの育成と体力向上の取組みの推進
２　地域と連携した学校体育・スポーツ活動の充実
３　体力向上や運動習慣等に関する啓発活動の展開

【参考とする指標】
●全国体力・運動能力調査における「運動やスポーツをすることが好き・やや好き」
　と回答した児童生徒の割合	 小学校　92％
	 中学校　87％

県民誰もが
スポーツに親しむ
ことができる環境
の充実

運動好きな
子どもの育成と
地域と連携した
学校体育・
スポーツの充実

全国や世界の
檜舞台で
活躍できる
選手の育成

スポーツを支える
人材の育成と活用

スポーツを通じた
関係人口の創出と
地域の活性化
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第２章　基本構想

１．基本目標

富山県のスポーツを推進する上で、おおよそ５年後の期待される具体的な姿は次のようにな
ります。
○県全体では、

性別や年齢、障害の有無、経済的事情等に関わらず、全ての県民が分け隔てなく、それぞれの興味、
関心、ライフステージ等に応じて、スポーツにアクセスでき、「する・みる・ささえる」を通じて、スポー
ツに「自発的」に参画し、「楽しさ、喜び」が得られ、みんながスポーツの価値を享受し、健康でウェ
ルビーイングを感じることのできる生活を営んでいます。
そして、社会の変化や状況など多様化する県民ニーズへの対応が求められる中で、楽しく安全にス
ポーツに親しむことができる環境を「つくり」、様々な立場にある人や組織が「あつまり」、「ともに」
活動し、「つながる」ことにより、地域全体のスポーツへの関わりを促進し、スポーツを通じた地域
活性化、健康で活力に満ちた長寿社会の実現、経済発展など、様々な社会課題の解決にも寄与してい
ます。
また、アスリートのジュニア期からの発掘・育成・強化が進み、全国や世界の檜舞台で活躍するトッ
プアスリートを数多く輩出しています。
さらに、スポーツを通じて、世代等を越えた人々の交流が深まり、多くの人々が共感し合うことに
より、社会の絆が強くなり、地域の一体感や活性化が進んでいます。

○各ライフステージにおいては、
親子の触れ合い、仲間との交流を深めながら、のびのびと遊びや運動・
スポーツに親しんでいます。

学校や地域のスポーツクラブ等で、多様なスポーツを体験したり、技術
レベルや競技力の向上を目指したりして、積極的・主体的にスポーツに
取り組んでいます。

仲間や友人との交流、家族との触れ合いを図りながら、主体的・継続的
にスポーツに親しんでいます。また、子どもとの実践や体験を通じて、
運動・スポーツの楽しさを子どもに伝えています。

自らの健康づくりや生きがいづくりに心掛け、家族や仲間、地域の人々
と触れ合いながら、それぞれの体力やニーズに応じた運動、スポーツ、
レクリエーションを楽しんでいます。

このような将来像を実現するため、本プランの目標を

とし、県・市町村・関係機関・スポーツ関係団体等が協力し、各種施策を推進します。

スポーツで輝く社会の実現スポーツで輝く社会の実現
－スポーツを楽しみ、健康で幸福な社会の実現－－スポーツを楽しみ、健康で幸福な社会の実現－



4 5

２．基本施策

県民誰もが生涯にわたり、明るく豊かで、ウェルビーイングを感じることのできる生活を営
み、体力や健康の増進を図るために、それぞれの興味、関心、ライフステージ等に応じて、「す
る・みる・ささえる」などの活動を知り、スポーツを日常生活の中に位置付け、主体的にスポー
ツを楽しむことが大切です。
本県では、全国に先駆けて総合型地域スポーツクラブ（以下、総合型クラブ）が全市町村に
設立され、多くの県民が各地域で活発に活動しています。また、気軽に取り組むことができる
ウォーキングイベント等を開催し、県民のスポーツへの参加の機会づくりに取り組んできまし
た。しかし、時間に制限がある働き盛り世代や子育て世代、障害がある方、そして、これまで
スポーツに関わってこなかった方が気軽にスポーツに親しめるような環境や機会が十分に確立
されているとは言い難く、また、成人の週１回以上のスポーツ実施率が全国平均を下回ってお
り、運動・スポーツ習慣が定着している県民の割合は決して高くありません。
このため、誰もが気軽にスポーツに親しみ、楽しむことができるよう、県民の幅広いスポー
ツ志向に対応したスポーツ大会の開催や、「富山マラソン」、「Enjoy ！スポーツとやま」をは
じめとする県民参加型イベントの開催、スポーツ関係団体が開催するスポーツ教室など、多様
な主体がスポーツに参加できる機会創出や
スポーツに親しめる「場づくり」等の提供を
一層図ります。また、その基盤となるスポー
ツ施設・設備の整備、プログラムの提供、啓
発活動により誰もが一緒にスポーツの価値
を享受できる、スポーツを通じた共生社会の
実現を図ります。
さらに、スポーツ団体のガバナンス・経営
力強化、関係団体等の連携・協力によるス
ポーツ体制の強化への支援に努めます。

近年、子どもたちの体力は、低下傾向に概ね歯止めがかかってきたものの、昭和 60年頃の
ピーク時と比較すると依然低い水準にあり、運動やスポーツに取り組む子どもとそうでない子
どもの二極化傾向が、特に中学生、高校生の女子で顕著にみられることが指摘されています。
日常生活で体を動かす機会が減少している中、運動の機会を定期的に提供し、生涯にわたりス
ポーツに親しむ契機となる学校体育の重要性がさらに高まっています。
このため、体を動かすことを楽しみ、スポーツや体力向上に自ら積極的に取り組む、「運動

基本施策１　県民誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実

基本施策２　運動好きな子どもの育成と
　　　　　　地域と連携した学校体育・スポーツの充実

Enjoy ！スポーツとやま
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好きでたくましい心と体をもった子ども」の育成を図るため、学校はもとより、家庭やスポー
ツ少年団をはじめとする地域等が連携し、幼児や児童生徒の運動の習慣化や体力向上の取組み
を今後も継続して推進します。
また、子どもが体を動かすことが好きになるためには、発育・発達段階や性別の違い等に応
じて指導し、スポーツの楽しさを実感させる指導者の存在が不可欠であることから、専門知識
を有する地域のスポーツ指導者等の積極的な活用を推進し、体育・スポーツ活動の充実を図り
ます。
さらに、望ましい運動習慣を形成する重要性を保護者等に啓発するため、体力向上や運動習
慣等に関する積極的な情報提供に努めます。

本県の選手が全国や世界の檜舞台で活躍する姿は、子どもたちに夢と希望を、県民に勇気と
感動を与え、県民一人ひとりのウェルビーイ
ングの向上にも大きく寄与するものです。
本県ジュニア期アスリートの早期発掘、少
年種別の強化等における中・長期的な視点で
の計画的・組織的に育成する一貫指導体制の
整備により、全国のみならずオリンピック競
技大会や世界選手権大会で優秀な成績を収
める選手も出てきており、確実に成果が現れ
てきています。
今後も、全国大会や国際大会等で本県選手
が活躍できるよう、今まで実施してきた事業
を継続しながら、内容の充実を図り、クリーンでフェアなアスリートの育成・競技力向上に一
層努めます。
また、県営スポーツ施設を競技力向上の強化拠点として、スポーツ医・科学的サポートやデ
ジタル技術等の活用をより充実させるとともに、競技団体や国の関係機関との密接な連携を図
り、トップアスリートを支える体制の整備に努めます。
さらに、本県アスリートが全国や世界で活躍できるよう、県民のスポーツへの興味・関心を
高め、スポーツ選手を応援する等、スポーツに参画する機運を醸成し、競技活動を支えていく
環境づくりを推進します。

運動・スポーツ習慣の定着、健康寿命の延伸、競技力の向上や、スポーツに取り組む県民の
自主性・自律性の促進を図るため、質の高い指導を行うことができる人材の育成・活用が必要
となっています。

基本施策３　全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成

基本施策４　スポーツを支える人材の育成と活用

2016 リオ五輪金メダリスト田知本選手（左）と登坂選手（右）
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このため、スポーツ推進委員協議会やスポーツ少年団、総合型クラブなどで活動している地
域のスポーツを支える人材の資質向上や、国際大会等で活躍したトップアスリートの活用に努
めるとともに、スポーツ指導者の資格を取得するための講習会の開催やクリーンでフェアな指
導者や審判員等の育成に努めます。
　また、指導者とともに、県民の様々なス
ポーツ活動の企画や運営を支えるスポーツ
ボランティアは、スポーツ振興を図る上で必
要不可欠であることから、その必要性や意義
等を啓発し、人材の育成・確保と活用に努め
ます。
　さらに、県民のスポーツ活動への参加意欲
を高めるため、国際大会や全国大会で優秀な
成績を収めた選手、指導者等はもちろんのこ
と、地域での地道な取組みにより本県のス
ポーツ振興に貢献した個人や団体を積極的
に表彰するなど、顕彰制度の充実に努めま
す。

本県の魅力を活かした大規模なスポーツイベントを誘致・開催することは、単に「する・み
る・ささえる」という県民のスポーツ活動への関わり方を広げる機会となるだけでなく、国内
外からの参加者に対し、地域の魅力を発信することで、国際交流や観光振興、関係人口の創出
や地域の活性化など様々な効果をもたらすものであり、積極的に誘致・開催していくことが望
まれます。
このことから、県内各地の海や山など、本県の豊かな自然を活かしたスポーツイベントの開
催やスポーツ合宿・全国規模のスポーツ大会の誘致、スポーツツーリズムの促進に努めます。
また、トップアスリートの力強く高度なプレーは、見る人に感動や楽しみを与え、県民のス
ポーツ活動への参加を促す大きな原動力になるとともに、直接会場で観戦することによって、
入場料や関連グッズの売り上げなど経済の活性化にもつながると期待されることから、本県の
3つのプロスポーツチームや国内トップリーグに所属する企業チーム、クラブチーム等と交流
する機会づくりや応援の機運醸成に努めます。
さらに、スポーツを通じた関係人口の創出と地域の活性化のために、県のホームページにお
けるスポーツ関連情報の充実や SNS等を活用し、県民の積極的なスポーツ活動の実践に結び
つくようなスポーツ情報等の積極的・効果的な発信やスポーツイベント等の魅力の情報発信に
努めるとともに、本県のスポーツ環境のＰＲと利便性の向上に努めます。

スポーツ推進委員による研修会（モルック）

基本施策５　スポーツを通じた関係人口の創出と地域の活性化
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第３章　スポーツ推進の具体的方策

施策目標

県民誰もがそれぞれの興味、関心、ライフステージに応じて、スポーツを「する・
みる・ささえる」活動に参画し、一生涯にわたって主体的にスポーツを楽しむこ
とができる環境の充実

現状と課題

１　本県人口の減少と少子高齢化の進行
本県の総人口は、平成 10 年の 112 万６千
人をピークに減少に転じ、人口は毎年徐々に減
り続けています。
令和６年には 100万人を割り込み、今後も、
これまで以上のスピードで人口の減少が見込ま
れ、国立社会保障・人口問題研究所推計では、
老年人口（65歳以上）の総人口に占める割合
が令和 20年に 33.9％で３人に１人の水準に
達すると予測されています。県民が健康でウェ
ルビーイングを感じることのできる生活を営む
ために、一生涯にわたり日常的にスポーツに親
しむことができる環境づくりに、より一層取り
組む必要があります。

２　県民のスポーツの実施状況
本県の成人の週１回以上のスポーツ実施率は 49.0％（Ｒ６）で、前回調査（Ｒ４：
38.8％）に比べて増加しましたが、国の 52. ５％（Ｒ６）を下回る結果となっています。一方、
1年間スポーツを実施しなかった成人の割合は、本県は 22.3％（Ｒ６）で前回調査（Ｒ４：
33.4％）に比べて減少しましたが、国の 21. ３％（Ｒ６）を上回っています。年齢別では 60
歳代、70歳代で高くなっていますが、20歳代の女性、３0歳代から５0歳代の男性・女性の
実施率が低く、スポーツ参加を促進するために一層の取組みが求められています。

富山県民スポーツ・レクリエーション祭
（ターゲットバードゴルフ）

基本施策１ 県民誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実
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３　県民のスポーツ参加の機会づくり
本県では、県民の幅広いスポーツ志向に対応した総合的なスポーツ大会「富山県スポーツフェ
スタ」や多世代に対応した複数のスポーツ教室等、参加者の志向や目的に合わせて自由に参加
できる体験型のスポーツイベント「Enjoy ！スポーツとやま」、幅広い世代の県民が参加でき
るウォーキングイベントとして「富山県民歩こう運動推進大会」などを開催し、県民のスポー
ツへの参加の機会づくりに努めてきました。
また、平成 27年の北陸新幹線の開業に合わ
せて始まった「富山マラソン」では、毎年 1
万人以上のランナーが参加し、県内からの参加
者も年々増加しています。
今後は、県民が日常生活の中で時間を見つけ
て気軽に運動やスポーツに親しむことができる
ような機会づくりにより一層取り組む必要があ
ります。

４　スポーツ施設の利用状況
(1)　公共スポーツ施設
県総合体育センターや県総合運動公園陸
上競技場等の県営スポーツ施設は、県民の
スポーツ活動の基盤として、国際大会や全
国大会の開催をはじめ、健康・体力相談や
競技力向上など本県の中核スポーツ施設と
して重要な役割を担っています。
今後も、各種大会の開催や子ども、若者、高齢者、障害者等幅広い県民のスポーツ活動や健
康増進への取組みなどに活用されるとともに、身近で利用しやすい施設となるよう、県民のニー
ズに応じた、安全で利便性に配慮した設備の整備、機能の充実に努める必要があります。

資料：県政世論調査、スポーツ実施状況等に関する世論調査
（文部科学省・スポーツ庁）を基に県スポーツ振興課が作成

資料：令和６年度県政世論調査

富山県民歩こう運動推進大会

富山県総合体育センター

スポーツ実施率（成人週１回以上）の推移 令和６年　年代別スポーツ実施率（成人週１回以上）
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（2）　学校体育施設
本県では、ほとんどの学校で、グラウンドも
しくは体育館の開放が行われており、年間を通
して多くの県民に活用されています。
しかし、利用者や利用日時が固定化するなど、
地域住民のニーズを満たしていない場合がある
ことから、運営方法の改善を図るなど、学校体
育施設開放を促進する取組みが必要です。

５　スポーツ関係団体の育成
本県では、公益財団法人富山県スポーツ協会（以下、（公財）県スポーツ協会）、県生涯スポー
ツ協議会、県スポーツ少年団本部、県スポーツ推進委員協議会、県総合型地域スポーツクラブ
連絡協議会、県女性スポーツの会、県障害者スポーツ協会などのスポーツ関係団体が、地域ス
ポーツやパラスポーツの推進母体として大きな役割を担っており、各団体の活動を支援してい
ます。
また、総合型クラブの全市町村での設立が平成 18年度に完了し、各地域で活発に活動して
います。今後、地域スポーツの担い手として期待されている役割を果たしていくためには、財
源や会員、指導者、スタッフの確保など、クラブの自主運営に向けての課題も多く、事業の充
実やクラブの基盤強化を図るなど、質的な充実を目指して取り組むことが必要です。
一方、中央競技団体をはじめとするスポーツ団体のガバナンスの機能不全により、様々な不
祥事が生じており、本県スポーツ団体においても、コンプライアンス意識の徹底が求められて
います。
今後、一層のスポーツ振興を図るために、各団体の取組みを継続して支援しながら、本県の
スポーツ関係団体を統括する（公財）県スポーツ協会を中心として、一体的な取組みを推進す
るとともに、団体相互の連携・協働のもと、より良い体制整備を検討していく必要があります。

具体的方策

１　多様な主体におけるスポーツの機会創出と共生社会の実現
（1）　誰もが気軽にスポーツに参加できる機会の創出
より多くの県民が主体的にスポーツ活動に親しむことができるよう、関係機関等と連携しな
がら、若者をはじめ、子育て・働き盛り世代、高齢者など、それぞれのライフステージに応じ
て気軽にスポーツの楽しさや面白さを味わうことのできるイベントやスポーツ教室等への参加
の機会の充実に努めます。

●　幅広い世代の県民が、それぞれの目的や好みに応じて参加できるよう、また、県民の健
康づくりを推進するために、市町村やスポーツ団体等と連携し、富山県スポーツフェス
タや富山県民歩こう運動推進大会など、スポーツイベントの充実に努めます。

資料：県スポーツ振興課調べ

学校開放利用者数及び開放率推移
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●　子育て・働き盛り世代がスポーツを楽しむことは、スポーツ好きな子どもの育成にもつ
ながると考えられることから、親子・三世代で参加できるスポーツイベント等の開催や
託児付きのスポーツ教室の開催など、子育て・働き盛り世代の方々がスポーツ活動に参
加しやすい環境づくりを積極的に推進します。また、スポーツ実施率の低い 20～ 50
代の働き盛り世代が積極的に運動やスポーツに親しむことができるよう、総合型クラブ
等の関係機関と連携し、仕事の合間にできる体操やウォーキング等、日常生活の中で簡
単に取り組むことができる運動・スポーツの普及・啓発を図るとともに、運動の習慣化
やスポーツに親しむきっかけとなるような取組みを推進します。

●　普段の家事や仕事、出産、子育て等により、運動やスポーツに親しむ機会が少なくなっ
てきている女性が参加しやすい取組みやニーズにあったスポーツ活動の機会の提供を推
進します。

（2）　地域におけるスポーツ活動の推進
身近な地域でスポーツ活動に親しむことができる機会が充実することで、県民のスポーツ活
動の習慣化も期待されることから、スポーツ活動の機会が確保できるよう、総合型クラブや地
域のスポーツ推進の中核的な役割を担うスポーツ推進委員等の活動支援に努めます。
　　　
●　地域の活動場所として定着してきている総合型クラブでのスポーツ教室やスポーツ関係
団体、競技スポーツ団体等が主催するスポーツ教室等の内容充実に向けての支援に努め
ます。

●　県や市町村、県内の総合型クラブが連携しながら、継続的に運動やスポーツに取り組む
ことのできる環境づくりや新たなスポーツ人口の掘り起こしにつながる事業を実施しま
す。

（3）　パラスポーツの推進
障害がある人がスポーツ活動に参加できる機会を充実させることや、多様性を尊重し、一人
ひとりの個性を生かすことで、パラスポーツのすそ野の拡大や障害がある人の社会参加の促進
が期待されます。また、パラスポーツの推進により、障害や障害がある人に対する県民の理解
が深まり、スポーツを通じた共生社会の実現につながることも期待されます。

●　市町村や関係機関、団体と連携し、障害がある人もない人も、共にウォーキングイベン
ト・富山マラソン等のスポーツイベントやパラスポーツ体験イベント、交流会、大会等
に参加できる機会の充実に努めます。

●　障害がある人のスポーツ人口の拡大や競技水準の向上を図るために、富山県障害者ス
ポーツ大会や障害者スポーツ教室等の実施など、パラスポーツの普及に努めます。

（4）　スポーツによる健康増進
日常的に運動やスポーツに取り組むことは、肥満・生活習慣病の予防や加齢に伴う運動能力
の低下の防止、社会生活に必要な運動機能の維持・向上を図ることができます。一人でも多く
の県民が、いつまでも健康で過ごすために、手軽にできる運動やスポーツを通じた健康増進に
努めます。
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●　高齢化が進行する中、高齢者が健康で生きがいをもって、運動やスポーツに親しむこと
ができるよう、関係機関や市町村と連携し、家庭等で手軽に継続してできる運動・スポー
ツプログラムの提供、公民館などでの健康教室の開催など、高齢者の健康づくり等の取
組みを推進します。

●　日常的に運動やスポーツに取り組むことができるよう、ウォーキング等の手軽にできる
運動やスポーツの普及・啓発に取り組み、運動習慣の定着を図るとともに、総合型クラ
ブや県スポーツ推進委員協議会等と連携し、活動機会の提供を推進します。

２　スポーツ施設の機能の充実と学校体育施設開放の促進
（1）　県営スポーツ施設の機能の充実と活用の促進
県営スポーツ施設は、競技スポーツの拠点として選手や指導者の育成等、競技力の向上に資
するとともに、全国大会などの公式競技会場や広域的な生涯スポーツの拠点として重要な役割
を担っており、今後も施設設備の機能の充実と一層の活用の促進に努めます。

●　国の補助等を活用しながら、中・長期的な視点で、利用者・団体等のニーズや高齢者・
障害者の利用に配慮した施設設備の充実に努めます。また、各種大会や県民参加型イベ
ントの開催をはじめ、健康・体力相談やトレーニング指導等、ソフト面の充実に努め、
県民のライフステージに応じたスポーツ活動を支援します。

（2）　新たな武道館整備等によるスポーツ環境の充実
武道を中心とする公式大会や練習会等に加え、武道競技以外でも活用可能な「武道競技の振
興・競技力向上に寄与する施設」の整備を推進します。

●　武道の公式大会や日常の稽古、指導者講習会で利用しやすい施設とし、武道競技の振興・
競技力の向上に努めます。

●　武道以外の県民の日常的なスポーツ利用、冬季のスポーツの場となる施設とし、県民が
様々なスポーツ活動に取り組める場とすることで、地域の活性化を目指します。また、
広く県民に武道に関する情報を発信し、県民が武道をより身近に感じることができる施
設の整備を推進します。

（3）　学校体育施設の有効活用の促進
地域住民の身近なスポーツ活動の場や住民の交流を生むコミュニティスペースとして、学校
体育施設の有効活用を促進します。

●　県立学校の開放可能な体育施設の拡大などを検討し、地域のニーズに応じた学校体育施
設の一層の開放に努めます。
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３　スポーツ活動を支える組織の充実
（1）　スポーツ関係団体等の活動支援
地域スポーツの推進や競技力向上を図るために、スポーツ関係団体等の活動を支援します。

●　（公財）県スポーツ協会や競技スポーツ団体、各学校体育連盟、県生涯スポーツ協議会、
県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会、県スポーツ少年団本部、県スポーツ推進委員
協議会、県女性スポーツの会、県障害者スポーツ協会等、本県スポーツの推進母体とな
るスポーツ関係団体の一層の充実を図ることができるよう、組織力強化への支援に努め
ます。

●　総合型クラブがより公益性の高い「社会的な仕組み」として、永続的に充実した活動を
行えるよう、また、総合型クラブが地方自治体等とパートナーシップを構築し、公益的
な事業体としての役割を果たしていくために、広域スポーツセンター等と連携しながら、
運営面のサポートや研修会、情報交換会等の開催などの支援に努めます。

●　競技スポーツ団体等の各種研修や会議において、倫理観や規範意識の醸成を図り、体罰
やハラスメントの防止に関する指導、ドーピング防止に関する指導・啓発を継続的に行
い、コンプライアンスの推進に努めます。

（2）　スポーツ関係団体・学校・企業等の連携の推進
多様化する県民のスポーツニーズに対応し、本県のスポーツ推進施策を効果的・効率的に展
開するため、行政組織やスポーツ関係団体との交流・連携・協働を推進します。

●　県や市町村、（公財）県スポーツ協会をはじめとするスポーツ関係団体、学校、企業が
交流し、本県スポーツについて情報を共有する機会となる研修会等の開催など、横断的
に連携できる推進体制の整備について検討します。

●　本県では、市町村のスポーツ行政の充実と発展に資するため派遣社会教育主事（スポー
ツ担当）を全市町村に派遣し、これまで、市町村における各種スポーツイベントの企画・
立案や子どもの体力向上など、市町村のスポーツ振興に努めています。今後も全市町村
に継続して派遣し、県と市町村のスポーツ行政の連携を推進します。

指標名及び指標の説明 現　　況 Ｒ１１

成人のスポーツ実施率
週 1回以上、スポーツをする成人の割合

４９．０％
（Ｒ６）

７０％

スポーツイベントの参加者数
富山県スポーツフェスタ、ウォーキングチャレ
ンジの参加者数

６３，５２４人
（Ｒ６）

１００，０００人

施策目標達成のために参考とする指標
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施策目標

生涯にわたりスポーツに親しむ契機となる学校体育・スポーツ活動の充実による、
運動やスポーツに積極的に取り組む運動好きな子どもの育成

現状と課題

１　本県の子どもの体力・運動能力
子どもの体力・運動能力は、昭和 60年頃をピークに長期的な低下傾向が全国的にみられて
いましたが、平成 20年度から実施されている全国体力・運動能力、運動習慣等調査（小５・

中２悉
しっかい
皆の結果では、本県の児童生徒の体力・運

動能力は概ね全国平均を上回っており、平成 30
年度には、同調査で過去最高得点（207.53 点）
を獲得し、過去最高順位（全国 11位）となりま
した。また、令和元年度から、コロナ禍等の影響
で本県・全国平均とも減少していましたが、令和
5年度は前年を上回っており回復基調にありま
す。「運動が好き・やや好き」と回答した児童生
徒の割合に増加傾向が見られますが、小学校段階
と比べ中学校段階では減少しています。
今日の生活の中で、利便性の向上や安全性の確
保は、私たちのライフスタイルを大きく変化させ
ています。日常生活だけでなく、自由な時間を含
めて身体活動の機会は減少しており、子どもたち
も例外ではありません。そのような中で、子ども
たちに生涯にわたり健康で豊かなスポーツライ
フを実現するための資質や能力を育成するため
には、保護者や地域が子どもを取り巻く環境を十
分に理解し、子どもたちが体を動かす機会を意識
的につくっていくことが必要です。運動やスポー

ツから得る楽しさや喜びを感じることが、日ごろの取組みや体力向上につながることから、「す
ること」に加えて、「みること」、「ささえること」、「知ること」など、子どもたちの適性等に
応じて、運動やスポーツと多様に関わる中で、「する」きっかけをつくっていく工夫も必要で
す。また、県では、生活習慣や食習慣の定着を図る「とやまゲンキッズ作戦」（健康づくりノー
ト）や「毎日しっかり朝ごはん運動」等に取り組んでいます。「よく食べ、よく動き、よく眠る」

資料：全国体力・運動能力、運動習慣等調査
（文部科学省・スポーツ庁）を基に県保健体育課が作成

運動が好き・やや好き

全国体力・運動能力、運動習慣等調査（合計点）

基本施策２ 運動好きな子どもの育成と地域と連携した
学校体育・スポーツの充実
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ことは、健康でたくましい心と体の基礎をつくるものであり、そのため、幼稚園や保育所（園）、
認定こども園、学校と家庭が連携し、子どもたちの望ましい生活習慣の定着に向けた取組みを
一層推進していく必要があります。また、このような取組みや子どもの体力向上について、県
のホームページ等を活用して積極的に情報提供し、啓発に努めていく必要があります。

２　学校における体育・スポーツ活動の現状
体育の授業をはじめとする学校における体育・スポーツ活動は、日常生活で体を動かす機会
が減少している中、その重要性はより一層高まっ
ています。
県では、幼稚園や学校で、運動好きでたくまし
い心と体をもった子どもを育成するため、各校で
作成する「元気っ子育成計画」を推進してきまし
た。また、「体育実技指導者講習会」を開催し、
教員の実技指導力の向上を図り、運動遊びや体育
授業の質の向上や体育的行事の充実に向けた研修
を深めてきました。
平成 25年度から 10年間のデータを比較する
と「体育の授業が楽しい・やや楽しい」と回答し
た児童生徒が、平成 30年度まで増加傾向が見ら
れ、直近の令和５年度まで高い割合を維持しています。しかし、小学校段階と比べ中学校段階
では、楽しいと回答している生徒の割合が減少しています。前述した「運動が好き・やや好き」
と回答した児童生徒の割合と非常によく似た傾向があることから、一層の体育授業の充実を図
ることで、子どもたちの体力の向上と運動好きな子どもたちの育成に努める必要があります。
また、令和４年度に、健康増進＆運動体験応援Webアプリ「とやま元気っこチャレンジ」
を開発し、令和５年度から「スポーツテスト」「みんなでチャレンジ 3015」「とやまゲンキッ
ズ作戦」等を一元化しました。プログラムをアプリの機能に集約して活用することで、児童・
生徒への情報発信や、運動習慣を含めた健康的な生活習慣の定着を推進しています。
今後も引き続き、児童生徒の関心・意欲を高めながら、実態や技能等に合った体育指導が展
開できるよう、教員の指導力の向上を図るとともに、地域のスポーツ指導者等と十分に連携し
協力を得ながら、実技指導の充実に努める必要があります。

資料：全国体力・運動能力、運動習慣等調査
（文部科学省・スポーツ庁）を基に県保健体育課が作成

資料：健康増進＆運動体験応援 Web アプリ「とやま元気っ子チャレンジ」

体育の授業が楽しい・やや楽しい
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３　運動部活動の現状
運動部活動は、学年や学級の枠を越え、部員同士が切磋琢磨し、より高い水準の技能や記録
に挑戦する中で、スポーツの楽しさや喜びを味わうとともに、協調性や忍耐力を養うなど、学
校教育活動において重要な役割を果たしています。
本県の運動部活動加入率は、中学校 64.6％、高等学校 51.6％（いずれも R６）と全国平
均を上回っているものの、少子化による生徒数の減少や専門的な技術指導ができる教員の不足
等により、生徒の多様なニーズに対応できない状況が増えてきているだけでなく、単独の学校
では運動部活動を継続することが困難な場合も出てきています。
このため、専門的な指導力を有する地域の優秀な指導者の活用と、複数校による合同運動部
活動や拠点校部活動を一層推進していく必要があります。
また、少子化が進展する中、学校部活動を従前と同様の体制で運営することは難しくなって
きており、将来にわたり生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するためには、学校と地
域との連携・協働により、持続可能な活動環境を整備する必要があります。スポーツ庁及び文

化庁は、「地域の子どもたちは、学校を含め
た地域で育てる」という意識の下、令和５年
度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を
図ることとし、「学校部活動及び新たな地域
クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイ
ドライン」（以下「国ガイドライン」）を策定
しました。本県でも、平成 31 年 2 月に策
定した「富山県部活動の在り方に関する方針」
を、令和５年 12月に「富山県学校部活動及
び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン」として改定しました。

具体的方策

１　運動好きな子どもの育成と体力向上の取組みの推進
（1）　学校等における体力向上の取組みの推進
子どもたちの体力を向上させるため、学校等の実態に応じた計画的・継続的な取組みを推進
します。

●　県体力向上推進委員会で、体力・運動能力調査の結果等を踏まえ、本県の子どもの体力
等の状況の調査・分析・考察を行い、子どもの体力向上の課題と目標を明らかにして、
県全体での取組みを推進します。

●　幼稚園、小、中、高校において各校（園）が「元気っ子育成計画」を立案し、1校（園）　　　　　
1運動など、各校（園）の実態に応じた特色のある体力向上の取組みを推進します。

●　健康増進＆運動体験応援Webアプリの「みんなでチャレンジ 3015」を児童が積極的
に活用し、目標をもって意欲的に体力の向上に取り組むとともに、スポーツとの多様な
関わり方を図ることができるように努めます。

資料：県保健体育課調べ

運動部員数及び加入率推移
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（2）　望ましい生活習慣を身につけ積極的に運動やスポーツに取り組む子どもの育成
子ども自身が体を動かすことの楽しさを発見し、積極的に運動やスポーツに取り組むよう、
幼稚園や保育所、学校、家庭、地域等でのスポーツ活動を充実させるとともに、子どもたちが
元気に活動するための基礎となる望ましい生活習慣や食習慣を身につけるための取組みを一層
推進します。

●　幼稚園教諭、保育士及び教員が運動遊びや学校体育活動の充実の必要性、系統性や連続
性のある指導について理解を深め、その資質や指導力を高めるための研修会を支援し、
幼児期から中学生期までの運動習慣の定着と運動好きな子どもの育成に努めます。

●　スポーツ少年団をはじめとする地域スポーツクラブ（以下、地域クラブ）は、子どもた
ちの健全育成や体力向上に大きな役割を果
たしており、今後も各クラブの主体的な活
動を支援し、子どもたちのスポーツ機会の
充実に努めます。

●　子どもたちが元気で楽しく充実した一日を
過ごす上で欠かせない睡眠や朝ごはんの大
切さを啓発するなど、家庭等と連携して望
ましい生活習慣や食習慣の定着に努めま
す。

　

２　地域と連携した学校体育・スポーツ活動の充実
（1）　地域と連携した学校体育・スポーツ活動の推進
教員と専門的な技術指導力を有する地域のスポーツ指導者等が協力・連携を図り、学校体育・
スポーツ活動の一層の充実に努めます。

●　（公財）日本スポーツ協会が管理する「公認スポーツ指導者マッチング」サイトや総合
型クラブやスポーツ少年団、スポーツ推進委員、大学、企業等との連携や、指導者を検
索・照会するシステム、「パスネットとやま（指導者人材バンク）」を活用し、各学校が
地域のスポーツ人材と連携・協力する体制の整備に努めます。

（2）　学校体育・スポーツ活動に関わる教員の指導力の向上
児童生徒が生涯にわたってスポーツを楽しむことができるよう、その基礎を培う上で重要な
役割を果たしている学校体育に関わる教員の指導力の向上に努めます。

●　児童生徒の発育・発達段階の特性を考慮し、個に応じた指導ができるよう、学校体育研
究団体等と連携した実践研究や、研修会・講習会等の開催を通して、教員の指導力の向
上を図ります。

●　学習指導要領においては、体つくり運動や武道、ダンスなど様々な領域を取り扱うこと
から、多様な授業環境の構築とともに、安全で楽しい授業内容の工夫改善につながるよ
う、研修会等の充実に努めます。

元気っ子スポーツライフサポート事業
「幼稚園・保育園・認定こども園・小学校合同指導者研修会」
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（3）　学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への展開に向けた環境整備
運動部活動は、教育課程との関連を図ることが学習指導要領に明記されるなど、学校教育活
動として重要な役割を担っているものの、専門的技術指導ができる教員の不足や少子化による
部員数の減少などにより、生徒のニーズに応えきれていない状況にあることや教員の働き方改
革の観点からも、中学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への展開の推進や部活動指導員の
配置の促進、スポーツエキスパートの派遣等、地域のスポーツ人材の活用を図り、中・高校生
期のよりよいスポーツ環境の整備に努めます。

●　生徒の持続可能で多様なスポーツ環境を構築するため、中学校部活動の地域連携・地域
クラブへの展開に向けた市町村の取組みの支援に努めます。

●　生徒の多様なニーズに応じた活動を行うことができるよう、これまでの地域のスポーツ
指導者や、トレーナー、栄養士等を活用する「スポーツエキスパート派遣事業」を継続
するとともに、研修会や講習会を充実させ、教職員をはじめとした部活動指導者の育成
や指導力の向上に努めます。

●　部活動（地域クラブ活動）を実施する学校等に対し、指導者の派遣や運営支援を行う企
業等を「富山県部活動応援企業」として登録し、中高生のスポーツ活動の機会確保や、
より良いスポーツ環境の充実に努めます。

●　少子化等により、団体競技を中心に部活動の継続が困難な状況にあることから、学校体
育団体と連携し、複数校合同運動部活動や拠点校部活動の取組みを支援します。

●　適切な指導者をもたず、生徒のニーズに応えられていない運動部がある学校への専門的
な指導力をもつ教員・部活動指導員の配置に取り組みます。

（4）　合理的かつ効率的・効果的な運動部活動・地域クラブ活動の推進

●　中央競技団体が作成した、運動部活動用指導の手引きを活用し、合理的でかつ効率　的・
効果的な活動を推進します。

●　競技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニングの積極的な導入等により、休養を適切
に取りつつ、短時間で効果が得られる指導に取り組みます。

●　発達の個人差や女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知識を得た上での
指導に努めます。

令和の日本型学校体育構築支援事業　テーマ３：多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化
武道推進モデル校（左：高岡市立伏木中学校　弓道、右：射水市立小杉南中学校　空手道）
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３　体力向上や運動習慣等に関する啓発活動の展開
（1）　子どもの体力向上に関する情報提供
次代を担う子どもの体力が低下することは、将来の明るく豊かで活力ある社会の形成にとっ
て極めて憂慮すべきことです。運動が好きで意欲的に体を動かす子どもたちが育まれるよう、
学校をはじめ家庭や地域の連携した取組みが推進されるよう積極的な情報提供に努めます。

●　保護者をはじめとした県民全体が、子どもの体力の重要性について正しい認識をもつよ
う、新聞・テレビなどマスメディアへの積極的な情報提供などにより、その啓発に努め
ます。

●　小学校や中学校において、特色ある体力向上の取組みを実施している学校をホームペー
ジ等で紹介し、子どもの体力向上を推進しようとする機運を高めるよう努めます。

（2）　健康増進＆運動体験応援 Web アプリ等による普及・啓蒙事業
健康増進＆運動体験応援Webアプリにて「スポーツテスト」「みんなでチャレンジ3015」「と
やまゲンキッズ作戦」等をアプリの機能に集約して活用することで、運動習慣を含めた健康的
な生活習慣の定着の推進に努めます。

●　Web アプリのポイント機能を活用した
キャンペーンを実施し、運動意欲を高める
とともに、生活習慣の改善を図り、運動習
慣の定着や健康づくりの推進を図ります。

●　ウォーキングアプリ「元気とやまかがやき
ウォーク」（健康課）のミッション機能を
活かした他課との事業連携等や、県公式
SNS 等を活用した動画ライブラリー（検
索性の運動啓発映像）の幅広い周知により、
家族ぐるみでの運動啓発を促し、事業効果
の一層の向上を図ります。

施策目標達成のために参考とする指標

指標名及び指標の説明 現　　況 Ｒ１１

全国体力・運動能力調査における
「運動やスポーツをすることが好き・やや好き」
と回答した児童生徒の割合

小学校　８９．１％
中学校　８３．５％

（Ｒ６）

小学校　９２％
中学校　８７％

Web アプリの運動意欲向上キャンペーン「元気っこわ
くわくプレゼントキャンペーン」で当選した児童
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施策目標

トップアスリートの育成を目指した強化体制の構築による、全国や世界の檜舞台
で活躍できる選手の育成

現状と課題

１　本県の競技力の現状
平成 12年の 2000年とやま国体以降、企業チームやクラブチームの相次ぐ休廃部や指導者
の世代交代、また、ジュニア期を支えてきた学校運動部活動における競技者数の減少や、優秀
な小中学生の進学による県外流出などで、徐々に国民スポーツ大会（旧国民体育大会）総合順
位、全国高校総体や全国中学校体育大会等における上位入賞者数の減少など、本県の競技成績
が下降してきました。
このため、平成 18年から平成 21年まで、「競技力向上対策あり方検討会」で審議し、今
後の強化策の基本的な方向が示されました。平成 21年には、「トップアスリート育成・強化
プロジェクト会議」を設置し、ジュニア層からの発掘や育成・強化に係る一貫指導体制の再編
整備、少年種別の重点強化など、今後取り組むべき強化策についての報告を受け、スポーツ医・
科学的サポートの充実、IoT を活用した競技力向上事業などに取り組んできました。
これらの取組みにより、全国高校総体や全国中学校体育大会、国民スポーツ大会等で多くの
選手が優勝したり、世界最高峰のバスケットボー
ルリーグNBA等で活躍する八村塁・馬場雄大選
手のようなトップアスリートを輩出したりするな
ど、成果が現れてきました。東京2020オリンピッ
ク競技大会（2021 年）では 14名の県関係選手
が出場し、2名のメダリストが誕生し、県内スポー
ツ界を大いに賑わせてくれました。またパリオリ
ンピック競技大会（2024 年）でも、自国開催以
外では過去最高の 10名の選手が出場しました。

２　強化拠点の整備
 昭和 33年の富山国体開催をきっかけに、ハンドボールやホッケーなどが、その競技会場

となった市町村で、地域に根差したスポーツとして、子どもから大人まで、各年代層で継続し
て取り組まれています。このような競技は、全国大会等でも毎年好成績を収め、さらには、オ
リンピック等の日本代表選手を輩出するなどしています。競技力の向上には、恒常的な活動場
所と優秀な指導者の確保が必要であり、今後も、整備された施設と指導ノウハウを生かし、地

TOYAMA アスリートマルチサポート事業

基本施策３ 全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成
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元住民の理解や協力を得ながら、競技スポーツ団体と
市町村の連携を深める必要があります。
また、競技スポーツ団体、スポーツ少年団、地域ク
ラブ、企業クラブチーム等が連携を深め、ジュニア層
の底辺拡大や学校体育施設の有効活用を図る必要が
あります。
さらに、県営スポーツ施設の機能をフルに活用し、
競技力向上の中核拠点として有効活用を図るため、ス
ポーツ医・科学、栄養指導の充実、デジタル技術等
の活用など、強化事業に利活用しやすいよう、推進・
整備を図ることが重要です。

３　アスリートの発掘・育成・強化
県では、ジュニア層の素質ある児童の発掘や育成を目的に、平成 17年度から小学 5年生を
対象とした「未来のアスリート発掘事業」を開催しています。この事業の修了生からは、全国
や世界の檜舞台で大活躍している選手が数多く輩出されています。（令和 5年度からは小学校
4年生の一部の児童にも対象を広げ、事業を展開しています。）
平成 18年度からは、競技力の向上を目的に発掘
されたアスリートやジュニア選手たちを、拠点施
設において県内有数のコーチが専門の競技に特化
した指導を行う「元気とやまスポーツ道場開催事
業」や、日頃指導する部活動指導者の資質向上を
目的に、全国大会等で上位入賞の実績をもつ経験
豊富な指導者を中学・高校に派遣する「スーパー
コーチ派遣事業」を実施してきましたが、令和 6
年度より中学校体育連盟振興事業と整理統合拡充
し、中学生年代強化事業として「エリートユース
育成事業」が始まりました。
また、本県の年代別日本代表選手が、国際レベルの試合経験を積み重ねることにより、さら
なる強化が図れるよう国際大会への参加負担金を一部支援しています。
今後も、これらの事業で発掘された児童生徒が、全国や世界の檜舞台で活躍できるトップア
スリートへと育成・強化されるよう一貫指導体制を推進するとともに、強化体制の充実を図る
ことが必要です。
競技力の向上を図るためには、個人の特性に応じた専門的な指導を行うことができる指導者
が不可欠であり、優秀な人材の確保や養成に努める必要があります。
また、近年、選手・指導者による不正行為等が発生しており、選手・指導者に対する教育・
研修・啓発活動の充実が必要となっています。

ホッケー競技

未来のアスリート発掘事業
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具体的方策

１　トップアスリートの育成を目指した強化施策の推進
（1）　一貫指導体制（見つける、育てる、活かす）の推進
ジュニア期からの育成・強化を図るため、関係者が一貫した指導理念に基づき、個人の特性
や発育・発達段階に応じた適切な指導を組織的・計画的に推進します。

●　潜在能力を秘めた真に優秀な児童を幅広く発掘する「未来のアスリート発掘事業」の充
実を図るとともに、発掘した児童の競技選択のサポートや、中学・高校での活動状況の
追跡調査・分析を行うなど、中長期的な育成・強化に努めます。

●　小学生で取り組んだ競技から離れることなく継続できるよう、クラブチーム、競技力向
上を目指した地域クラブなどにおいて一貫指導を受けられる環境の整備に努めます。

●　県営スポーツ施設の機能を活用し、スポーツドクター等との連携により、スポーツ医・
科学サポート（スポーツ事故・スポーツ障害の防止、スポーツ障害からの早期復帰）事
業の推進に努めます。

（2）　アスリートの資質・競技力向上
県民に勇気と感動、子どもたちに夢と希望を与えるトップアスリートの育成を目指した強化
を推進します。

●　トップアスリートを育成・強化するために必要なスポーツ選手強化費の配分の見直しや、
地域に根差した競技の一貫指導体制を構築するなど、今後も全国大会等での活躍が期待
できる競技への集中的・継続的な重点強化を推進するとともに、本県成年勢の主力とな
る地域密着型のクラブチームや企業チーム、大学生等の活動支援に努めます。

●　県民の注目度や関心が高い種目を選定し、重点強化種目としてこれまでの強化策を見直
すなど、選手や指導者のレベルアップを図り競技力の向上に努めます。

●　選手、指導者による不正行為等の防止に向けて、体罰やハラスメントの防止に関する指
導、ドーピング防止に関する指導・啓発を継続的に行い、コンプライアンス教育の推進
に努めます。（再掲）

（3）　デジタル技術等を活用した競技力向上事業の推進
●　戦略的・戦術的なサポートについて、指導者
のこれまでの経験や積み上げてきた実績だけ
でなく、競技指導に IoT や DX 等を活用す
るなど、新たな視点での競技力の向上を図り
ます。

●　各種データを活用できる人材の育成が必要で
あり、アナリスト（情報・戦略面で高い専門
性をもってサポートする人）の養成を支援
し、デジタル技術等を活用する機会を創出し
ます。 IoT 活用事例（ソフトボール）



22 23

２　競技力の向上を目指した強化拠点の整備推進
（1）　中核拠点（県営スポーツ施設）の機能充実
トップアスリートの育成や本県競技力の向上を円滑に推進するため、選手の発掘や育成・強
化を集中的・継続的に行うことができる中核拠点の整備を推進します。

●　県総合体育センター、県西部体育センターに加え、県高岡総合プールを本県の競技力向
上の中核拠点として有効活用するため、（公財）県スポーツ協会が主体となり、その体
制づくりを推進します。また県総合体育センターがもつスポーツ医・科学サポート機能
をはじめ、宿泊施設やアクセスの利便性、国内外のトップチームの合宿実績等、その機
能をフル活用した強化練習や合宿などにより、総合的な競技力向上に努めます。

（2）　競技別強化拠点の確立
●　競技力の向上には練習環境の整備や恒常的な練習拠点確保が不可欠なことから、競技別
の強化拠点の整備に努めます。

●　トップアスリートを育成・強化するために必要なスポーツ選手強化費の配分の見直しや、
地域に根差した競技の一貫指導体制を構築するなど、今後も全国大会等での活躍が期待
できる競技への集中的・継続的な重点強化を推進するとともに、本県成年勢の主力とな
る地域密着型のクラブチームや企業チーム、大学生等の活動支援に努めます。(再掲 )

３　トップアスリートを応援する体制の整備
（1）　トップアスリートを応援する機運の醸成
本県では、バンクーバーオリンピック競技大会での田畑真紀・穗積雅子両選手の銀メダル獲
得を契機に（公財）県体育協会（現県スポーツ協会）や経済団体等が中心となり「富山県民スポー
ツ応援団」が設立（H22）されて以降、県民総ぐるみでトップアスリートを支援する機運が
高まり、それに後押しをされるように多くのトップアスリートが輩出され、リオデジャネイロ
オリンピック競技大会では、田知本遥・登坂絵莉両選手が見事金メダルを獲得しました。また、
令和６年に開催されたパリオリンピック競技大会には、自国開催以外で最多となる 10名の県
関係出場選手を輩出しており、今後も、活躍する多くのトップアスリートを支援するため、一
層の機運の醸成に努めます。

●　本県関係アスリートを含め世界的・全国的なプロ選手やオリンピックメダリストとの交
流等、一流のパフォーマンスに接する機会を提供するなど、トップアスリートとの交流
の促進に努め、スポーツへの興味・関心を高め、本県の代表チームやトップアスリート
を応援する機運の醸成に努めます。

●　「元気とやまスポーツ応援基金」を活用し、オリンピックなど、世界の檜舞台での活躍
が期待される本県の選手や指導者が意欲的に競技に専念できるよう、その活動を支援し
ます。

●　ふるさと納税の活用や県総合体育センターをはじめとした県有スポーツ施設のネーミン
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グライツ（施設命名権）の導入など、県民・企業・施設等との連携によるトップアスリー
ト支援のための新たな財源確保策について検討します。

（2）　パラアスリートへの応援体制の整備
本県では、北京パラリンピック競技大会での川除大輝選手の金メダル、東京パラリンピック
競技大会での岩井孝義・宮島徹也選手の銀メダル、藤井友里子選手の銅メダル獲得は、県民に
勇気と感動を与え、パラスポーツに対する興味・関心が高まりました。今後も、活躍する多く
のパラアスリートを支援する機運の醸成に努めます。

●　令和５年度から、県のパラスポーツの振興をスポーツ担当部署が担っており、更なるパ
ラスポーツの普及、強化などの支援に努め、国際大会の出場者や日本代表強化指定を受
けた選手が意欲的に競技に専念できるよう、国際大会参加や代表合宿遠征における活動
費を支援します。

（3）　広報活動の促進
本県を代表する選手やチームが国際大会や全国大会で活躍することは多くの県民が期待して
おり、県全体に活力をもたらすとともに、選手やチームにとって県民の声援は大きな力になる
ことから、ホームページや SNS等を活用するなど積極的な広報活動に努めます。

●　本県スポーツチームや選手に対する県民の興味・関心を高めるため、新聞、テレビ等の
マスメディアに対して、本県出身者を含め、県内アスリートの活躍や日頃の活動などの
情報を積極的に提供するとともに、県のホームページや SNS等の活用を図り、広報活
動の促進に努めます。

施策目標達成のために参考とする指標

指標名及び指標の説明 現　　　　況 Ｒ１１

全国大会における上位入賞数
（国民スポーツ大会、全国高校総体、全国
中学校体育大会等における３位以内の入賞
数等）

３８（Ｒ６）  48 以上

オリンピックにおける出場数
（オリンピック競技大会（夏季・冬季）に
出場する監督選手等の本県関係者数）

  9 人（H28リオ  6 人、H30平昌  3 人）
16人（R03東京 14 人、R04北京  2 人）
10人（R06パリ 10 人）

10人以上
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施策目標

県民のスポーツ活動の充実に欠かせない質の高い指導者やボランティア等の育成
と、その人材の効果的な活用

現状と課題

１　地域スポーツを支える指導者やボランティア等の確保と活用
県では、これまで各種指導者等に研修
会や講習会（地域スポーツクラブスキル
アップ研修会、中高年安全登山指導者講
習会、スポーツエキスパート研修会等）
を開催し、スポーツ指導者の資質向上に
努めてきました。また、これまで総合型
クラブを窓口としたスポーツ指導者登
録・紹介システム「スポーツ指導者パ
スネットとやま」で、登録されたスポー
ツ指導者等の効果的な活用が図られる
よう、機能の充実に努めてきましたが、
今後は、富山県内のスポーツ・文化芸術
活動の充実・発展に向け、スポーツ・文化芸術団体や学校等の要請に応じた適時かつ適切な指
導者の検索・照会を行うシステム、「パスネットとやま（指導者人材バンク）」を設置して、更
なる機能の充実に努めます。
県民のスポーツ活動を充実させるためには、それらを企画・運営する人材や、地域の実態や
住民のニーズに応じた指導ができる総合型クラブのクラブスタッフや地域のスポーツ指導者、
審判員等、スポーツ推進委員、パラスポーツ指導者などの人材を今後も継続して育成していく
必要があります。
また、オリンピック・パラリンピック競技大会など国際大会で活躍したトップアスリートか
ら直接指導を受けることは、特に子どもたちのスポーツに対する意欲や競技力が高まることか
ら、今後もトップアスリートの活用に努めてい
くことが必要です。
さらに、平成 27年から始まった富山マラソ
ンでは、多くのボランティアが大会運営に参加
しています。近年、スポーツイベントや大会に
おいて、ボランティアの重要性が増してきてい
ることから、今後も、スポーツボランティアの
意義や必要性を啓発し、ボランティアに対する
意欲をもった人が、主体的にスポーツ活動を支
援することができる機会の拡充を図るととも
に、積極的な情報提供を行う必要があります。 富山マラソンでのボランティア

資料：（公財）富山県スポーツ協会調べ

富山県内の日スポ協公認スポーツ指導者数　５ヶ年年次推移

基本施策４ スポーツを支える人材の育成と活用
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２　競技力の向上を担う指導者の育成
県では、アスリートを育成する指導者の資質の向
上と資格取得を推進してきました。その中で、豊富
な経験と高い見識に基づいた現場指導の充実を図る
ために、スーパートレーナーやトレーニング指導員
を大会会場や練習会場へ派遣し、競技力の向上のた
めのコンディショニング調整改善に取り組んできま
した。
しかし、スーパートレーナーやトレーニング指導
員の派遣要請が年々増加してきており、サポート拠
点施設での現有職員の資格取得の促進や上級トレー
ニング指導員の配置の充実等に努める必要がありま
す。
また、近年、指導者における不正行為や暴力・ハラスメント等の問題が発生していることか
ら、指導者の不正行為の防止に向けて、研修・啓発活動の充実が必要となっています。

３　スポーツ活動の顕彰
県では、全国的・国際的大会に出場する選手
等に対する激励会をはじめ、特に優秀な成績を
収めた選手・チーム・団体やその指導者、本県
スポーツの推進に貢献した団体役職者や地域の
スポーツクラブ等を県功労者表彰、県教育委員
会表彰などにより顕彰しています。
また、令和３年に「とやま県民スポーツ大賞」
を制定し、本県スポーツの普及・振興に尽力し
た個人や団体を表彰しています。

具体的方策

１　スポーツに関わる多様な人材の育成と活用の推進
（1）　スポーツ活動を支える人材の育成
地域住民のスポーツ活動に対するニーズが多様化する中、今後、地域スポーツを一層推進す
るため、子どもや高齢者、障害者等、それぞれの発育・発達段階や健康状態などに応じた指導
のできる質の高い指導者や、審判員等のスポーツ活動を支える人材の育成と活用に努めます。

●　地域におけるスポーツ推進の中核的な役割を担うスポーツ推進委員の資質向上を図ると

スーパートレーナーによる指導

とやま県民スポーツ大賞贈呈式
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ともに、県生涯スポーツ協議会等のスポーツ関係団体と市町村のスポーツ推進委員との
連携・協働を促進するため、県スポーツ推進委員協議会による講習会の開催等、活動の
活性化に向けた取組みを支援します。

●　地域住民が身近にスポーツ活動を親しむ場としての総合型クラブの運営を支えるクラブ
マネジャーや指導者等、充実した活動と安定した運営を支える人材の発掘、育成に努め
るとともに、広域スポーツセンター事業等を通じて、クラブマネジャーの資質向上研修
等の充実に努めます。

●　パラスポーツの振興を図るため、パラスポーツ指導者やパラスポーツ審判員の養成と資
質の向上を図ります。

●　地域住民のニーズに応じた指導ができるよう、研修会やシンポジウム等を開催し、指導
者の資質向上を図るとともに、資格を持たない指導者に対しての資格取得を推進します。

●　指導力や熱意を有しながら指導機会に恵まれない地域の隠れた人材を確保し、県内各地
域のスポーツ活動で「パスネットとやま（指導者人材バンク）」が一層活用されるよう、
利用者に提供する指導者情報の内容の充実を図り、その周知に努めます。

（2）　国際大会等で活躍したトップアスリートの活用の推進
子どもたちのスポーツに対する意欲の向上や競技力の向上を図るため、オリンピック・パラ
リンピック競技大会や国際大会等で日本代表選手として活躍したトップアスリート等の活用を
推進します。

●　本県出身のトップアスリートやオリン
ピック・パラリンピック競技大会等の国
際大会で活躍した選手を、市町村・総合
型クラブ、競技スポーツ団体等が開催す
るスポーツイベントやスポーツ教室に指
導者として派遣し、地域のジュニアアス
リートの育成・強化や子どもの体力向上
事業に積極的に活用するための方策を検
討します。

（3）　スポーツボランティアの育成と活用の推進
各種スポーツイベント等において、ボランティアは必要不可欠な存在であるとともに、ボラ
ンティアとして活動することは生きがいづくりや世代、職種等を超えた交流の輪の拡大にもつ
ながることから、県民が継続的・積極的にボランティア活動に参加できる環境づくりに努めま
す。

●　関係機関やスポーツ団体、大学等と連携を図り、誰もがスポーツボランティアの体験を
する機会を設けるなど、スポーツボランティア活動の普及啓発を図ります。

●　「富山マラソン」など県民参加型のスポーツイベント等において継続的なボランティア
活動の機会づくりに努めます。

オリンピアンによるスポーツ教室
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２　競技力の向上を担う指導者と、国レベルの強化拠点との連携強化
（1）　スポーツ医・科学的サポートの充実と中央強化拠点との連携強化
全国や世界の檜舞台で活躍できるアスリートの育成には、最
新の指導理論やスポーツ医・科学、リスクマネジメント等の知
識に裏打ちされた実践が不可欠であることから、指導者の資質
向上を図るとともに、スポーツ医・科学的サポートの充実に努
めます。

●　本県選手に対するスポーツ医・科学的サポート機能を充
実するため、サポート拠点施設での現有職員への資格取
得の促進や、上級トレーニング指導員などトップレベル
のトレーニング指導ができる人材の養成に努めます。ま
た、（公財）県スポーツ協会や競技スポーツ団体、企業等
と連携し、県内外の大学等で活躍し、指導意欲をもつ選
手を指導者として育成・活用するための方策について検
討します。

●　豊富な経験と高い見識をもつスーパートレーナーによるサポートの充実に努めるととも
に、県・（公財）県スポーツ協会・競技スポーツ団体関係者とスーパートレーナーとの
連携を密にすることで、練習拠点における指導者の育成強化に努めます。

●　指導者の不正行為の防止に向けて、体罰やハラスメントの防止に関する指導、ドーピン
グ防止に関する指導・啓発を継続的に行い、コンプライアンス教育の推進に努めます。（再
掲）

●　ＪＩＳＳ（国立スポーツ科学センター）やＮＴＣ（味の素ナショナルトレーニングセン
ター）等との連携により、指導者の研修機会の充実や戦術・戦略やトレーニング方法な
ど、世界の最先端の情報の入手や周知、北陸で初めて「ハイパフォーマンススポーツセ
ンター」との連携機関として指定を受けた県総合体育センタートレーニング室を活用し、
本県指導者の資質の向上を図るとともに、資格を持たない指導者に対しての資格取得を
推進します。

（2）　デジタル技術を活用できる人材の育成
●　戦略的・戦術的なサポートについて、指導者のこれまでの経験や積み上げてきた実績だ
けでなく、競技指導に IoT や DX等を活用するなど、新たな視点での競技力の向上を
図ります。また、各種データを活用できる人材の育成が必要であり、アナリスト（情報・
戦略面で高い専門性をもってサポートする人）の養成を支援し、デジタル技術等を活用
する機会を創出します。（再掲）

●　富山県立大学等の研究機関との連携により、最先端動作分析などを行い、競技力向上に
活かすことができるようデジタル技術の利用を推進します。

スポーツ医・科学的サポート
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３　スポーツ活動に対する顕彰の充実
（1）　国際大会等で活躍したアスリートを称える顕彰の充実
国際大会等で活躍する本県のアスリートの姿は、県民に勇気と感動、子どもたちに夢と希望
を与えるものであり、その社会的価値を評価し顕彰するとともに、県民に広く発信していきま
す。

●　国際大会等で特に優秀な成績を収めたアスリートやその指導者、また、オリンピック・
パラリンピック競技大会メダリストの輩出に貢献した企業等の団体の功績を称え顕彰す
るとともに、感動を県民全体で共有するため、ホームページや各種メディアで広く発信
していきます。

（2）　県民の多様なスポーツ活動を称える顕彰の充実
県民のスポーツに対する意欲の向上と多様なスポーツ活動を推進するため、地域においてス
ポーツの普及や指導に地道に取り組んでいる人などを広く顕彰していきます。

●　「とやま県民スポーツ大賞」が県民のスポーツ活動の一層の励みとなるよう、また、スポー
ツボランティアや地域・職場等においてスポーツの普及・振興に尽力した団体・個人等、
これまで以上に広く顕彰できるよう、制度の充実に努めます。

施策目標達成のために参考とする指標

指標名及び指標の説明 現　　況 Ｒ１１

スポーツ指導者数
（公財）日本スポーツ協会に登録している公認スポー
ツ指導者数

４，２２９人
（Ｒ６）

５，０００人

パラスポーツ指導員数
（公財）日本パラスポーツ協会が定める「パラスポー
ツ指導員」資格の取得者数（累計）

８２８人
（Ｒ６）

９２５人
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施策目標

本県の豊かな自然やスポーツ施設等を活用し、国内外からの関係人口の創出と活
力に満ちた地域づくり

現状と課題

１　地域を活性化させるスポーツイベント等
多くの人々が参加できるスポー
ツイベントの開催は、県民にスポー
ツを実施する機会を提供するだけ
でなく、会場周辺の地域に賑わい
をもたらし、地域や経済を活性化
させる効果が期待されます。また、
スポーツイベントでは、応援する観
客（みる）、運営するスタッフやボ
ランティア（ささえる）など、大
勢の方々が集い、関係人口の創出
も期待されます。
平成 27年の北陸新幹線の開業に
あわせて始まった富山マラソンや
富山湾岸サイクリングでは、富山湾や立山連峰などの自然が魅力となっており、富山マラソン
では、国内外から 1万４千人を超えるランナーが出場しています。景観の良さ、ホスピタリ
ティー豊かなボランティアのおもてなし、多くの地域住民による沿道応援等、多くのランナー
から好評を得て、全ランナー数の約１割は、毎年参加しています。
本県には、国際大会や全国規模のスポーツ大会、全日本チームや大学の合宿等で使用されて
いるスポーツ施設が整備されており、このようなスポーツ環境を生かしながら、県内各地域で
様々なスポーツイベントや全国規模のスポーツ大会が、継続的かつ活発に開催されることで、
地域の活性化や関係人口の創出に繋がると考えます。
このようなスポーツイベントやスポーツ大会は、開催や運営に要する支出だけでなく、大会
参加者や観戦者等の多くの人々がその地を訪れ、宿泊し、飲食やグッズの購入等の様々な消費
を誘発することから、市町村や関係機関等との一体的な連携を図りながら、多くの人々が参加
できる魅力あるスポーツイベント等が開催され、地域の活性化や関係人口の創出に結びつけて
いく取組みを検討していくことが必要です。

富山マラソン

基本施策５ スポーツを通じた関係人口の創出と地域の活性化
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２　スポーツと関わる機会を通じた地域の活性化
スポーツと関わることは、楽しみや喜びを感じたり、気分転換、ストレス解消が図られたり
といった効果のほか、様々な立場にある人や組織が「あつまり」、「ともに」活動し、「つながる」
ことにより、地域全体のスポーツへの関わりを促進することができます。
本県では、これまでもバスケットボール（富山グラウジーズ）、野球（富山サンダーバーズ）、
サッカー（カターレ富山）のプロスポーツチームのホームゲームをはじめ、バレーボールやホッ
ケー、バドミントン、ハンドボール等、国際大会や地元チームが所属する日本リーグなどのトッ
プレベルの試合が定期的に開催されています。
特に、プロスポーツチーム等は、魅力あるゲームの開催に努めるとともに、子どもたちに無
料で観戦できる取組みや地域貢献活動にも積極的に取り組んでおり、直接会場に足を運び、試
合観戦や交流の機会をつくることは、スポーツの普及のみならず、入場料や関連グッズの売り
上げなど経済の活性化にもつながると期待されることから、地元チームを応援する機運醸成に
努める必要があります。

３　スポーツ情報等の発信
県民が主体的にスポーツ活動に取り
組むためには、スポーツに関する情報
を容易に入手できる環境が必要であり、
本県では平成 12年に「とやまスポーツ
情報ネットワーク」を構築し、スポー
ツイベントや施設など、県内の様々な
スポーツ情報を発信しています。
今後も、県民が興味や関心を持つこ
とができるように、また、初めての方
でも参加したいと思うことができるよ
うに、各種のスポーツ情報の充実を図
るとともに、SNS を活用するなど効果
的な情報発信を行う必要があります。
また、県内で開催されるスポーツイ
ベントやプロスポーツチーム等の試合
の日程・場所等の情報は、県・各チー
ム等のホームページ、新聞などで情報を発信しています。より多くの県民が競技会場へ足を運
び、観戦してもらえるよう、スポーツ観戦の魅力やスポーツイベント等を積極的に発信してい
くことが必要です。

とやまスポーツ情報ネットワークホームページ
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具体的方策

１　地域を活性化させるスポーツの推進
（1）　本県の魅力を活かしたスポーツイベント等の開催
富山湾や 3,000 ｍ級の山々が連なる立山連峰など、本県の豊かな自然環境等を活かしたス
ポーツイベントや県内各地の地域特性を活かしたスポーツイベント等の充実に努めます。

●　県内外、海外からの多数のランナーが集う、県内最大級のイベントである富山マラソン
を支援します。

●　子どもから高齢者まで誰もが気軽に参加できるウォーキングイベントを県内各地で開催
し、各市町村等と連携し、会場の地域特性を活かした観光 PRを行うなど、地域活性化
に向けた活動を一層展開していきます。

●　国内外に本県の豊かな自然や歴史・文化などの魅力を発信するため、市町村や関係機関
等と連携し、スポーツとコラボレーションした大会やスポーツイベントの企画・誘致に
努めます。

（2）　新たな武道館整備等を契機とするスポーツ環境の魅力向上
武道を中心とする公式大会や練習会等に加え、武道競技以外でも活用可能な「武道競技の振
興・競技力向上に寄与する施設」の整備を推進します。（再掲）

●　武道の公式大会や日常の稽古、指導者講習会で利用しやすい施設とし、武道競技の振興・
競技力の向上に努めます。（再掲）

●　武道以外の県民の日常的なスポーツ利用、冬季のスポーツの場となる施設とし、県民が
様々なスポーツ活動に取り組める場とすることで、スポーツ振興を図ります。（再掲）

●　武道館整備を含む県総合運動公園と周辺スポーツ施設等の連携と魅力を向上し、地域の
活性化や関係人口の創出を目指します。

　　　　
（3）　スポーツを通じた交流の促進と関係人口の創出
国や年齢、性別、障害の有無等に関係なく人と人が交流することは、相互理解の促進や地域
の一体感と活力の醸成とともに、関係人口の創出にもつながることから、スポーツを通じた交
流の一層の促進に努めます。このため、県や市町村、スポーツ団体、民間企業等が一体となっ
た「県版スポーツコミッション」を設立し、関係人口の創出と地域活性化を推進します。

●　本県の優れたスポーツ環境を県内外に発信し、市町村や競技スポーツ団体等との連携や
公共交通機関の利便性を活かして、本県のスポーツ施設での大学、国内トップレベルの
チームや日本代表、海外チームの合宿、全国規模スポーツ大会等の誘致に努めます。

●　関係団体と連携しながら、スポーツ活動を通じた国内外の人々との交流が促進されるよ
う努めるとともに、中国遼寧省・韓国江原道・ロシア沿海地方との「環日本海インター
ハイ親善交流大会」や「日独スポーツ少年団同時交流事業」を今後も継続するとともに、
富山マラソンでは、引き続き、海外参加目標数の達成に向け、海外への PRを推進します。

●　スポーツ教室や大会、ボランティアなどに参加できる機会の充実に努め、関係人口の創
出に努めます。
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２　スポーツと関わる機会づくりの推進
（1）　トップアスリートと交流する機会づくりの推進
スポーツと関わることは、県民のスポーツへの関心を高め、スポーツのすそ野を広げる役割
を果たすとともに、高度な技能を間近で見ることによる競技力の向上など、本県スポーツの振
興に大きく貢献します。また、入場料やグッズ購入等の消費に加え、関連業種に経済効果が及
ぶことが期待されることから、トップアスリートと交流する機会づくりに努めます。「県版ス
ポーツコミッション」では、本県に拠点を置くスポーツチーム等と連携して地域貢献・地域活
性化の取組みを推進します。

●　本県に拠点を置くプロチームや日本リーグ等に加盟するチームの試合への観戦者が拡大
するよう、各チームや企業、競技スポーツ団体、市町村等と連携を図り、地元チームを
応援する環境づくりに努めます。

●　競技スポーツ団体や市町村等と連携を図りながら、トップアスリートと交流する機会づ
くりを推進します。

（2）　プロスポーツ等と連携したスポーツの
魅力の発信

本県に拠点を置くプロチームや日本リーグ等に所
属するトップレベルのチームが、学校や地域等で取
り組む地域貢献活動を一層推進し、地域の活性化を
図ります。

●　子どもたちが気軽に観戦できる機会の創出や
スポーツの楽しさや喜びを体験するイベント
の開催、子どもたちへの指導や普及活動など、
各チームが取り組む地域貢献活動を推進し、
スポーツのすそ野の拡大や各種スポーツの魅
力の発信に努めます。

●　本県に拠点を置くプロチームやトップスポー
ツチームと地域との連携をさらに促進し、選
手との触れ合いや情報発信を通じた地元チー
ムを応援する機運の醸成に努めます。

●　本県に拠点を置くトップスポーツチームがプ
ロとアマチュア、競技種目の枠を越えて連携
を図り、より充実した活動を展開できるよ
う、各クラブや企業、スポーツ関係団体等の
連携・協力体制の整備に努めます。

ⒸTOYAMA THUNDERBIRDS

県内プロスポーツチームによるジュニア指導

ⒸTOYAMA GROUSES ／ B-league

Ⓒ KATALLERTOYAMA
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３　スポーツ情報等の発信
（1）　スポーツ情報の効果的な発信
県民がそれぞれの興味・関心等に応じ、スポーツを「する」「みる」「ささえる」活動に参画
し、より一層スポーツを楽しむことができるよう、最新のスポーツ情報を収集・把握し、積極
的な情報の発信に努めます。

●　県内のスポーツ大会やスポーツイベント、スポーツ施設等の情報を提供するとともに、
スポーツ観戦の魅力や最新のスポーツイベント等の情報と会場地周辺の観光の紹介など
をあわせて、県内外に向けた積極的な情報発信に努めます。

●　県民のスポーツへの興味・関心を高めるため、新聞・テレビなどマスメディアに対して、
各種スポーツ情報を積極的に提供するとともに、SNS 等を活用し、初めての方でも参
加したくなる、スポーツ活動のきっかけとなるような効果的な情報提供に努めます。

（2）　本県のスポーツ環境のＰＲと利便性の向上
多様な主体がスポーツに参加する機会の創出を促進するとともに、様々な人がスポーツを通
じて「あつまり、ともに、つながる」環境や、誰もが気軽にスポーツに「アクセスできる」環
境づくりを進めるため、本県の優れたスポーツ環境を県内外に発信し、スポーツ施設等の利便
性の向上に努めます。

●　県内の様々なスポーツ施設等をインターネットやスマートフォンから手軽に検索し、予
約も可能な施設予約システムを市町村と共同で導入し、県民の利便性の向上に努めます。

●　「県版スポーツコミッション」において、県内の充実したスポーツ施設等の情報や様々
なスポーツイベント・スポーツ大会の開催情報などを一元的に情報発信し、本県の優れ
たスポーツ環境の県内外へのＰＲに努めます。

施策目標達成のために参考とする指標

指標名及び指標の説明 現　　況 Ｒ１１

県内プロスポーツチームのホームゲーム
年間観客総数
（バスケットボール、サッカー、野球）

２０７，４８８人
（Ｒ６）

２３５，０００人

富山マラソンにおける海外参加目標数の達成率
１００％
（Ｒ６）

１００％
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第４章　プランの実現に向けて

１．推進体制

●　本計画の推進にあたっては、スポーツに係る関係機関・団体等との連携を図るとともに、
学校体育やスポーツ医・科学等の各種の専門的知見を取組みに反映させるために設置し
た富山県スポーツ推進審議会が中心となって行います。

●　同推進審議会においては、条例により、「県のスポーツの推進に関する事項について調
査審議する」とされていることから、同推進審議会が中心となって、計画の進行管理を
行います。

●　また、県は、計画の周知を図りつつ、市町村及び市町村教育委員会、関係機関、スポー
ツ関係団体などとの連携体制を強化しながら、同計画に基づく取組みを推進します。

２．プランの評価等

●　計画の進捗状況の評価は、施策目標の達成状況を客観的に把握・評価するために設けた
「参考となる指標」を用いて行います。

●　具体的には、富山県スポーツ推進審議会を定期的に開催し、最新の数値に基づいて、こ
れまでの参考となる指標の推移や目標年度（令和 11年度）との関係を踏まえ、目標の
達成状況の評価を行います。

●　また、県政世論調査等により、定期的に県民のスポーツ活動に対する実態やニーズの把
握を行います。

●　目標の達成のために必要があると認められる場合には、富山県スポーツ推進審議会にお
ける検討を経て、取組内容の充実を図ります。



資　 料　 編
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基本施策の目標達成のために参考とする指標

プランでは、各基本施策の目標を達成するために次の９項目を参考指標として、毎年、その
到達度を調査し、施策や事業の成果を評価していく際に活用していくこととしています。

指標名及び指標の説明 現　　況 令和 11 年度の姿

成人のスポーツ実施率
週１回以上、スポーツをする成人
の割合

49.0％
（Ｒ６）

70％ 気軽に運動やスポーツに親
しむことができるような機
会や環境づくりにより一層
取り組むことにより、定期
的にスポーツ活動に親しむ
県民の増加を目指します。

スポーツイベント参加者数
富山県スポーツフェスタ、ウォー
キングチャレンジの参加者数

63,524 人
（Ｒ６）

100,000 人

「運動やスポーツをすることが好
き・やや好き」と回答した児童生
徒の割合
全国体力・運動能力調査における
回答

小学校　89.1％
中学校　83.5％

（Ｒ６）

小学校　92％
中学校　87％

運動やスポーツが好きな子
どもを育成するため、幼稚
園や保育所、学校、家庭、
地域等において、誰もが気
軽に楽しめるスポーツ環境
の充実を目指します。

全国大会における上位入賞数
国民スポーツ大会、全国高等学校
総合体育大会、全国中学校体育大
会等における３位以内の入賞数等

38
（Ｒ６）

48 以上

県スポーツ協会や競技団
体、関係機関等との連携に
よる一貫指導体制等を推進
するとともに、強化体制の
充実をより一層図ることに
より、全国や世界の檜舞台
で活躍できるトップアス
リートの育成を目指しま
す。

オリンピック出場者数
オリンピック競技大会（夏季・冬
季）に出場する本県選手数

10 人
( Ｒ６パリ )

10 人以上

スポーツ指導者数
( 公財 ) 日本スポーツ協会に登録
している公認スポーツ指導者数

4,229 人
（Ｒ６）

5,000 人
地域の実態や住民のニーズ
に応じた指導ができる地域
スポーツ指導者や総合型ク
ラブのクラブスタッフ等の
育成や活用を推進すること
により、多様なスポーツ活
動を支える人材の育成を目
指します。

パラスポーツ指導員数
( 公財 ) 日本パラスポーツ協会が
定める「パラスポーツ指導員」資
格の取得者数（累計）

828 人
（Ｒ６）

925 人

県内プロスポーツチームのホーム
ゲーム年間観客総数
（バスケットボール、サッカー、
 野球）

207,488 人
（Ｒ６）

235,000 人

本県に拠点を置くプロス
ポーツチーム等を応援する
機運醸成を図るとともに、
本県の優れたスポーツ環境
を県内外に積極的に発信す
ることにより、関係人口の
創出やスポーツを通じた地
域の活性化を目指します。

富山マラソンにおける海外参加目
標数の達成率

100％（Ｒ６） 100％
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富山県スポーツ推進プラン策定までの経緯

● 令和６年３月２１日

　○令和５年度富山県スポーツ推進審議会
　・富山県及び富山県教育委員会から富山県スポーツ振興審議会に「新たなスポーツプラン
の改定について」諮問

　・本県が目指すスポーツ振興の方向性について審議

● 令和６年７月２６日

　○令和６年度第１回富山県スポーツ推進審議会
　・新たなスポーツプラン基本骨子（案）の検討

● 令和６年８月～９月　

○県政世論調査の実施（スポーツ活動、頻度の項目あり）

● 令和６年１１月２１日

○令和６年度第２回富山県スポーツ推進審議会
　・新たなスポーツプラン（素案）について審議

● 令和６年１２月２３日～令和７年１月１９日

　○「新たなスポーツプラン（案）」のパブリックコメント実施

● 令和７年３月２１日

○令和６年度第３回富山県スポーツ推進審議会
　・「新たなスポーツプランの改定について」答申（案）の決定

● 令和７年３月２７日

○新たなスポーツプラン答申
　・富山県スポーツ推進審議会から富山県及び富山県教育委員会に「新たなスポーツプラン
の改定について」答申
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令和６年３月 21日　

富山県スポーツ推進審議会長　殿

富山県知事　新　田　八　朗

富 山 県 教 育 委 員 会

県のスポーツプランの改定について（諮問）

　標記の件について、富山県スポーツ推進審議会条例（昭和 37年富山県条例第１号）第２条

の規定に基づき、別紙理由を添えて諮問します。
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別紙

（理由）

　本県では、令和２年４月に「第２期元気とやまスポーツプラン」を策定し、「県民がスポー

ツに親しむことができる環境の充実」、「たくましい子どもの育成と学校体育・スポーツの充実」、

「全国や世界の檜舞台で活躍できる選手の育成」、「スポーツを支える人材の養成と活用」、「ス

ポーツを通じた地域の活性化」の５つの基本施策を掲げ、積極的な施策を展開してきた。この

結果、東京 2020 オリンピック ･パラリンピックで５名のメダリストが誕生するなど、国内

外での富山県ゆかりの選手やチームの活躍は、県民のスポーツ活動への関心を高めている。

　一方で、子どもの体力低下傾向に概ね歯止めがかかっているものの、運動習慣の二極化の進

行や、運動・スポーツ習慣が定着している県民の割合が国の平均を下回るなど、計画に掲げる

目標に達していない施策もあり、課題が残されている。また、少子化の進行とともに、人口減

少傾向は加速しており、高齢化もさらに進むことが見込まれている。これらは、スポーツに参

画する者やそれを支える担い手の不足、学校部活動や地域におけるスポーツ・運動環境の維持

の困難さにつながる。このため、あらゆる世代のスポーツ機会の確保が急務であり、スポーツ

を活用した健康保持や地域活性化の取組みも重要である。

　また、国においては、令和４年に「第３期スポーツ基本計画」を策定し、①社会の変化や状

況に応じて、既存の仕組みにとらわれずに柔軟に対応するというスポーツを「つくる／はぐく

む」、②様々な立場・背景・特性を有した人・組織が「あつまり」、「ともに」活動し、「つなが

り」を感じながらスポーツに取り組める社会の実現を目指す、③性別、年齢、障害の有無、経

済的事情、地域事情等にかかわらず、すべての人がスポーツにアクセスできるような社会の実

現・気運の醸成を目指すという３つの視点を基軸に、各種施策を推進することとしている。

　こうした国の動向も踏まえ、本県スポーツを取り巻く環境の変化や課題に対応し、一層のス

ポーツ振興を図り県民一人ひとりのウェルビーイングを高めるため、現行の県のスポーツプラ

ンの改定について諮問するものである。
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令和７年３月２７日　

富山県知事　新　田　八　朗　殿

富 山 県 教 育 委 員 会　 殿

富山県スポーツ推進審議会

会長　　堀　田　朋　基

県のスポーツプランの改定について（答申）

令和６年３月２１日付けで本審議会に諮問のありましたこのことにつきましては、別添のと

おり答申します。

県並びに県教育委員会におかれては、この答申に基づき、新たなスポーツ推進計画である「富

山県スポーツ推進プラン」を速やかに策定されるよう要望します。
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「富山県スポーツ推進審議会」委員名簿
（任期：令和５年 10月４日～令和７年 10月３日）

氏　　名 役　　職　　等 備　考

１ 荒谷　啓子 県生涯スポーツ協議会　副理事長

２ 池田やす子 県女性スポーツの会　副会長

３ 植野　　聡 県障害者スポーツ協会　事務局次長

４ 大橋　千里 富山高等専門学校　准教授
県ラグビーフットボール協会女子委員会 委員長

５ 岡本　　啓 富山県立大学　教授

６ 金　　雅子 NPO法人新湊カモンスポーツクラブ　クラブマネジャー

７ 紙谷　真紀 県スポーツ少年団　副本部長
県スポーツ少年団指導者協議会　会長

８ 北田　悦子 県スポーツ推進委員協議会　副理事長

９ 近藤　智久 県市町村教育長会　副会長

10 櫻打　佳浩 県中学校体育連盟　会長

11 竹内　浩志 県経営者協会　事務局次長

12 坪内　利佳 県ホッケー協会　理事、強化部長

13 東瀬　義人 県スポーツ協会　専務理事 副会長

14 中村　謙作 県高等学校体育連盟　会長　

15 堀田　朋基 富山大学名誉教授
県児童生徒体力向上推進委員会 委員長 会　長

16 三角　芳弘 県ＰＴＡ連合会　副会長

17 安井　浩美 県パラスポーツ指導者協議会　副会長　

18 山木　葉子 日本女子テニス連盟富山県支部　支部長

19 山田　泰士 県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会 委員
砺波総合病院　整形外科部長

（五十音順）
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